
「子供に学びを委ねる」授業に“共に”挑戦しよう！

子供の姿を“共に”語り合おう
水平展開

実践を“共に”進めよう
自走化

令和６年12月に策定した「『共に創る』～「３つの創る力」発揮・育成授業づく

りプラン～」に基づき、今年度はいよいよ各学園・各校で自走する年です。令和７

年度が始まり約４か月が経ちました。これまでに「子供に学びを

委ね、子供たちが３つの創る力を発揮しながら学ぶ」授業づくり

にどのくらい挑戦できたでしょうか。以下の内容から、７月までの

実践を振り返ってみましょう。

令和7年7月２９日
夏季研修に向けて号
掛川市教育委員会

「 ３ つ の 創 る 力 」 発 揮 ・ 育 成 授 業 づ く り 通 信

共 に創 る

“子供に学びを委ねる”授業にしていくために

未来を切り拓く｢３つの創る力｣

『共に創る』等、 詳しくはこちら →

多くの先生方が積極的に
挑戦しています！

夏の校内研修等で４月からの自身の取組を振り返るとともに、職員同士で共に語り合い、「学びを委ねる」ために
意識してきたことや実践を共有しましょう。夏休み明けの授業で、学びを委ねるためにどんなことに意識して挑戦する
か記入してみましょう。

私の挑戦！

子供が自ら動き出すのは
「３つの創る力」を発揮しようとするときに子供たちは自ら動き出します。付けたい

力に迫る中で「子供たちがどう３つの創る力を発揮して学んでいくか」を授業者が
明確にして授業を構想していきましょう。

「３つの創る力」を発揮するのは、子供たち。そして、それを育成するのは、私たち教師です。学びを委ね、子供たち
が「３つの創る力」を発揮しながら学びを進められるように、質の高い授業実践を積み重ねていきましょう！

「３つの創る力」を発揮して学ぶために、肯定的な子供観に立つことが必要です。子供たちは、一人一人が異なる

背景、興味、価値観をもっており、これまでの学習や自らの生活経験を通して、学ぶ意味を見いだし、知識を構築する

力を身に付けています。また、他者との対話や協働学習を通して、子供は自分の考えを広げたり、深めたりします。 教

師が全てを教えるのではなく、子供自身が学びを創り出す主体であるという意識が大切です。

子供に学びを委ねる

教師は、子供の見取りを次の手立て

や展開につなげるなどファシリテーター

に努め、明確な意図をもった教師の出番

により、子供のつまずきを解消し、再び自

走できるようにすることが大切です。

適切な「教師の出番」・ファシリテーター

学びを委ねることで、付け

たい力に向かう子供の学びが

成立します。子供が自ら動き

出すように授業を構想し、授

業の中では、子供が自ら動き

出すように委ねていくことが大

切です。また、「子供に委ねる

こと」と「教師の出番」とのメリ

ハリをつけて授業を展開する

ことも大切になります。

子供の見取り

学びを委ねるためには、子

供に学びを委ねる中での教

師の“見取り”が大切です。

・次の活動の形態や方法を柔軟に考える

・子供の問いをつなげ、思考の深化を促す

・子供たちの思考を揺さぶる問い返し など

肯定的な子供観に立つ

・「何を」理解していて、

何を理解していないのか

・「どこまで」理解できたのか、

納得できたのか

・「どのように」思考して

学んでいるのか など


